
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・インターネット】

福岡市　市長室　広聴課

２．第１回調査の概要

５５９人

８８．２％

①「環境保全の意識」について

②「困難を抱える女性のための支援」について

③「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について

④「景観」について

⑤「モラル・マナー」と「自転車安全利用」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和７年４月４日から令和８年３月３１日まで

（３）調査方法

令和７年度  市政アンケート調査
第１回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６３６人（就任時）

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和７年５月２６日から６月９日まで

（２）調査対象者数 ６３４人

（４）調査主体



①「環境保全の意識」について（N=559）

≪環境に配慮する行動を実行しているか≫

「服装を工夫して暑さや寒さを調整し、冷暖房の温度設定を極端に高くしたり低くしたりしないようにして

いる」を『実行している』と回答した方が95.9%と最も多く、次いで「外出時はマイバッグを持参している」を

『実行している』と回答した方が92.2%となりました。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

服装を工夫して暑さや寒さを調整し、

冷暖房の温度設定を極端に高くしたり

低くしたりしないようにしている

外出時はマイバッグを持参している

古紙などは、リサイクルステーションや地域集団

回収へ持って行くようにしている

外出時はなるべく自動車を使わず、徒歩や自転車、

公共交通機関を利用するようにしている

食品は、同じものであれば、近くでとれた

農産品を買うようにしている

エコマーク製品や省エネ性能の高い家電製品など

環境に配慮された製品を選ぶよう心がけている

自動車を使用するときは、不要なアイドリングや

急発進などを控えた運転を心がけている

屋上や壁面、ベランダ、庭で植物を育てる

などの緑化に取り組んでいる

いつも実行している たまに実行している 実行していない 該当しない 無回答

『
実
行
し
て
い
る
』

「
実
行
し
て
い
な
い
」

95.9 2.7

92.2 6.8

80.7 15.7

73.0 23.8

72.3 24.2

71.2 24.7

71.0 2.9

40.6 49.4

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『実行している』＝「いつも実行している」＋「たまに実行している」



≪環境についてどのような情報に関心があるか≫

「自然の景観、地域の清掃・美化」に『関心がある』と回答した方が94.0%と最も多く、次いで「地球温暖化

や大気汚染などの環境問題」に『関心がある』と回答した方が90.9%となりました。

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答
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0.5
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自然の景観、地域の清掃•美化

地球温暖化や大気汚染などの環境問題

環境に配慮された製品•サービス

再生可能エネルギーや省エネルギー

環境問題に関する市の取組み

生きものの種類や数、生息する場所

といった生物多様性

市民•団体•企業が行う環境活動

環境に関する施設やイベント•セミナー

『
関
心
が
あ
る
』

『
関
心
が
な
い
』

94.0 5.7

90.9 8.8

86.8 12.9

86.7 12.7

78.7 21.0

77.6 21.8

60.6 39.0

59.5 39.8



②「困難を抱える女性のための支援」について（N=559）

≪女性であることが原因で困難な経験をしたり、身近な女性から困難な経験を

　見たり聞いたりしたことはあるか≫ 

≪困難な経験の具体的内容≫（ｎ=210）

ある
37.6%

ない
59.4%

無回答
3.0%

「育児、教育への不安や負担感」が43.8%と最も多く、次いで「妊娠、出産への不安や負担感」が42.4%、「学校

や職場での人間関係のトラブルやハラスメント被害」が41.4%となりました。

43.8

42.4

41.4

38.1

33.8

31.4

31.0

20.0

18.6

16.2

11.9

11.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児、教育への不安や負担感

妊娠、出産への不安や負担感

学校や職場での人間関係のトラブルやハラスメント被害

経済問題（借金・失業・求職など）

離婚、別居

こころの病気、精神的不調

配偶者や元配偶者、交際相手からの暴力・暴言

性被害、性的問題

体の病気、けが、障がい

孤独、孤立

住まいの確保

親、きょうだい、こども等からの暴力・虐待

その他 複数回答

※「困難を抱える女性」とは
「困難な問題を抱える女性への支援に関する法
律」において、性的な被害、家庭の状況、地域社
会との関係性その他の様々な事情により日常生活
又は社会生活を円滑に営む上で困難な問題を抱え
る女性とそのおそれのある女性とされています。
様々な困難を抱える女性が安心して、かつ、自立
して暮らせる社会を目指し、一人ひとりに寄り
添ったきめ細やかな支援が求められています。



≪困難な経験の相談先≫（ｎ=210）

≪困難な問題を解決するために行政がすべきこと≫

46.0

40.1

31.5

30.2

28.1

24.0

21.3

15.9

15.2

11.3

7.2

3.4

0.5

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談窓口の積極的な周知

支援制度の情報提供

専門性の高い相談員による相談対応

生活のための経済的支援

シェルターや住まいの支援

支援機関への同行や手続きの補助

資格取得や就職先探し等の就労支援

カウンセリング等の心理的支援

弁護士等による法的支援

夜回り・声かけ・SNS（X、LINE、Instagram）上の見回り

児童生徒への暴力防止や人権擁護の教育・啓発

民間の支援団体の活動強化

その他

特にない 回答は３つまで

55.2

51.4

18.1

13.3

11.9

11.9

10.5

5.7

2.9

2.9

2.4

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人・知人

家族・親戚

誰にも（どこにも）相談したことがない

公的機関の相談窓口

職場の同僚、上司

医療機関

司法の専門家や専門機関（弁護士、法テラスなど）

警察

民間の相談機関

SNS（Ｘ、Instagramなど）で知り合った人や不特定多数

学校・教師

その他 複数回答

「友人・知人」が55.2%と最も多く、次いで「家族・親戚」が51.4%、「誰にも（どこにも）相談したことがない」が

18.1%となりました。

「相談窓口の積極的な周知」が46.0%と最も多く、次いで「支援制度の情報提供」が40.1%、「専門性の高い相

談員による相談対応」が31.5%となりました。



≪望ましい相談体制≫
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0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

匿名でできること

周りに知られず安心してできること

24時間いつでもできること

メールやチャット、SNSでできること

１か所で様々な問題を相談できること

気持ちに寄り添ってくれること

女性相談専門の相談員に相談できること

相談や手続きの際に同行してもらえること

同性に相談できること

支援につながりにくい方に積極的にアプローチすること

悩みを抱えた人同士が話せること

自宅などで訪問相談できること

その他

特にない 回答は３つまで

「匿名でできること」が50.6%と最も多く、次いで「周りに知られず安心してできること」が45.4%、「24時間いつで

もできること」が44.5%となりました。



③「舞鶴公園・大濠公園の利用のしかた」について（N=559）

≪過去１年間で舞鶴公園・大濠公園を利用したか≫ 

≪舞鶴公園・大濠公園の利用目的≫（n=334）

≪舞鶴公園・大濠公園についての総合的な満足度≫

どちらの公園も利用した
42.0%

舞鶴公園を利用した
5.5%

大濠公園を利用した
12.2%

どちらの公園も

利用していな

い
40.3%

過去１年間で「どちらの公園も利

用した」と回答した方は42.0％で

した。

また、舞鶴公園、大濠公園のみ

の利用も含めると59.7％の方が

『利用した』と回答しています。『利用した』
59.7%

満足
24.2%

どちらかといえば

満足
51.9%

どちらかといえば

不満
4.7%

不満
0.7%

わからない
18.2%

無回答
0.4%

『満足』
76.1%

70.7

44.9

44.6

25.7

24.9

14.4

13.8

12.9

3.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

散策・ウォーキング・ランニング

福岡城さくらまつり

季節の花々の鑑賞

福岡市美術館、日本庭園、能楽堂

カフェ・レストラン

福岡城・鴻臚館

レクリエーション

イベント・講座・ガイドツアー

陸上競技、球技

その他 複数回答



④「景観」について（N=559）

≪景観への関心度≫ ≪福岡市の景観は良好と思うか≫ 

≪福岡市の良好と思う景観≫

良好である
24.5%

どちらかといえば

良好である
67.4%

どちらかといえば

良好ではない
6.4%

良好ではない
1.1% 無回答

0.5%

『良好である』
91.9%

関心がある
38.3%

どちらかといえ

ば関心がある
45.6%

どちらかといえば

関心がない
13.2%

関心がない
2.3%

無回答
0.5%

『関心がある』
83.9%

「都市を感じられる景観（オフィスビルや商業施設など）」が62.1%と最も多く、次いで「人と自然を感じられる景

観（海、山、公園、農地など）」が60.3%、「地域の伝統や文化を感じられる景観（祭りや催しなど）」が43.3%とな

りました。

62.1

60.3

43.3

37.6

21.6

12.2

1.8

0.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市を感じられる景観（オフィスビルや商業施設など）

人と自然を感じられる景観（海、山、公園、農地など）

地域の伝統や文化を感じられる景観（祭りや催しなど）

歴史を感じられる景観（神社仏閣や史跡など）

夜間景観（ライトアップやイルミネーションなど）

アートを感じられる景観（屋外の美術作品やモニュメントなど）

屋外広告景観（看板やサインなど）

その他

特にない
回答は３つまで



⑤「モラル・マナー」と「自転車安全利用」について（N=559）

 ≪福岡市のモラル・マナーの現状≫

 

 

『良い』と回答した方は「公共交通機関の乗車マナー」で61.5％と最も多く、『悪い』と回答した方は「自転車

の走行マナー」で79.6％と最も多くなりました。
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19.3
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27.0

37.9
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16.1

16.6

19.5

24.9

8.4

9.7

10.7

3.6

7.0

6.8

2.7

5.0

1.8

5.5

9.7

6.1

5.7

2.3

4.3

6.8

13.8

13.2

0.9

0.7

0.9

1.1

0.7

0.5

0.7

0.9

0.7

0.7

0.7

0.7

0.5

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路上で歩行しながら喫煙しない

エスカレーター上を歩かない

公共の場所などに

自転車を放置（駐輪）しない

路肩などに迷惑駐車をしない

自動車の運転マナー

自転車の走行マナー

飼い犬のふんを放置しない

電柱やガードレール

などに広告を張らない

公共物などに落書きしない

屋外の公共の場所での喫煙マナー

空き缶やごみのポイ捨てをしない

たばこの吸い殻のポイ捨てをしない

公共交通機関の乗車マナー

点字ブロック上に車両を駐車したり、

物を置かない

障がい者用駐車区画を障がい者

でない人が利用しない

良い どちらかといえば良い どちらかといえば悪い 悪い わからない 無回答

歩
行
・
運
転
マ
ナ
ー

環
境

そ
の
他

『

良

い

』

『

悪

い

』

56.2 39.3

42.4 49.9

35.6 56.7

35.3 61.0

23.5 70.8

18.1 79.6

59.3 34.3

57.2 32.2

46.7 46.5

46.2 47.4

44.0 53.0

38.0 57.1

61.5 31.1

55.1 30.3

54.2 31.8



≪自転車の利用頻度≫ 

≪自転車損害賠償保険等の加入状況≫（過去調査との比較）

≪ヘルメット着用状況≫（ｎ＝289）

ほぼ毎日
10.9%

週に４～５日程度
6.4%

週に２～３日程度
8.6%

週に１日程度
5.7%

２週に１日程度
3.2%

月に１日程度
3.6%ほとんど利用しない

13.2%

全く利用しない
48.1%

無回答
0.2%

自転車を『利用している』方のうち、67.8％が加入しています。

『利用している』
51.6%

※道路交通法の改正により、令和５年４月１日

からすべての自転車利用者のヘルメット着用が

努力義務となりました。

67.8

66.8

69.1

60.7

64.9

23.2

20.9

22.6

26.4

27.9

9.0

11.3

8.0

12.9

6.8

1.0

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R7（n=289）

R6（n=292）

R5（n=301）

R4（n=333）

R3（n=308）

加入している 加入していない 加入しているかわからない 無回答

している
15.6%

していない
83.7%

無回答

0.7％
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